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親の発話と 24 ヶ月時点の語彙発達との関係を明らかにした。９、12、18 ヶ月の母親の発話は子どもの注意・
関心に添った母親の共同注意中発話が、注意・関心に添わない非共同注意中発話より有意に多く、発話機能で
は説明、呼びかけの出現頻度が高かった。９、12 ヶ月の母親の発話機能と注意の焦点の組み合わせが 24 ヶ月














LeMonda, and Haynes （1999） は13ヶ月の月齢で測定さ
れた養育者の応答性の高さ（即座性、随伴性、適切さ）
が 20 ヶ月の子どもの表出語数の多さや 50 語獲得の速さ
と正の関係があることを報告している。Masur, Flynn, 













13 ヶ月の母親のかかわり方と 17 ヶ月時点の子どもの表




















　また、Shimpi and Huttenlocher  （2007） は、14、18、
















と正の相関があった。Hoff and Naigles は 24ヶ月時点の
語彙発達には社会実用的な要因よりも子どもが会話の経
験で与えられるデータ （data-providing function） が重要
であることを主張している。Huttenlocher, Haight, Bryk, 








































析対象児は 24 ヶ月時点の追跡データがある９ヶ月 18 名
（男児 10 名、女児８名）、12 ヶ月 16 名（男児７名、女児
９名）、18 ヶ月 15 名（男児８名、女児７名）計 49 名で
ある。対象児は観察時点においては家庭で母親が養育し
ていた。出生順位は第一子 33 名、第二子 11 名、第三子
５名であった。また、KIDS 乳幼児発達スケール（大村・
高嶋・山内・橋本，1991）により発達に遅れがないこと
が確認されている。母親の年齢は 25 歳から 43 歳、平均
















































































データ、計 12 名についての２名の評定者の kappa 係数
は注意の焦点の平均が 0.923、６つの発話機能についての
平均は 0.933、非共同注意中の母親の発話に対する子の反
応の kappa 係数は、0.91 であった。
結果
１．子どもの言語能力：子どもの９、12、18 ヶ月観察時
点と 24 ヶ月追跡時点の JCDIs の表出語数を表１に示し
た。観察時点９、12、18 ヶ月の子どもの 24 ヶ月時点の
表出語数には有意な差はなかった。
　追跡24ヶ月時点と観察時点の表出語数の相関は、９ヶ月




９ヶ月 82.8 （26.7）、12 ヶ月 104.4 （24.5）、18 ヶ月 87.5 







用）を行った結果、発話機能（F（5, 230） = 52.081, p < 
.001）、注意の焦点（F（1, 46） = 29.098, p < .001）の主効果
が有意、発話機能×注意の焦点（F（5, 230） = 52.081, p < 








表１　観察時点と 24ヶ月追跡時点の子どもの表出語数 （    ） 標準偏差
　 　 ９ヶ月児 　 12 ヶ月児 　 18 ヶ月児
言語発達指標 Ｎ 平均値 Ｎ 平均値 N 平均値
観察時点表出語数 18   1.22 （  4.22） 16   6.81（ 13.08） 15  28.40 （ 19.95）
24 ヶ月表出語数 18 186.33 （156.95） 16 238.13（173.86） 15 197.87 （136.41）
図 1　共同注意中、非共同注意中の母親の発話機能の頻度
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９ヶ月児 12 ヶ月児 18 ヶ月児
観察時点 追跡０次 追跡偏相関 観察時点 追跡０次 追跡偏相関 観察時点 追跡０次 追跡偏相関
母発話数 -0.096 -0.078 -0.097 -0.093  0.113  0.161 -0.082 -0.308 -0.321 
共同注意中発話数 -0.072 -0.010 -0.023  0.001  0.142  0.153 -0.038 -0.310 -0.355 
非共同注意中発話数 -0.095 -0.032 -0.050 -0.274  0.143  0.276 -0.128 -0.160 -0.106 
共同注意中 ６機能発話数  0.011 -0.014 -0.012  0.339  0.401  0.313 -0.135 -0.135 -0.314 
非共同注意中 ６機能発話数 -0.088 -0.044 -0.061 -0.392 -0.062  0.101 -0.153 -0.153 -0.108 
表３　母親の発話機能と母親発話数との相関
注意の焦点 発話機能 ９ヶ月 12 ヶ月 18 ヶ月
共同注意中 呼びかけ 0.430  0.307   0.593*
質問 0.367  0.246   0.547*
指示・命令  0.493*   0.532*   0.608*
命名 0.199    0.674** -0.106 
説明   0.649**  0.430    0.651**
提案 0.439  0.087   0.564*
非共同注意中 呼びかけ  0.561* -0.177   0.603*
質問   0.662** -0.190 -0.083 
指示・命令 0.372 -0.041   0.565*
命名 0.090 -0.112   0.608*
説明   0.611**   0.504*   0.533*
提案 0.331 -0.208  0.110 
*p < .05,　** p < .01
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注意の焦点 発話機能 ９ヶ月 12 ヶ月 18 ヶ月
共同注意中 呼びかけ   0.486*  0.343 -0.367 
質問 -0.067   0.521*  0.119 
指示・命令  0.049  0.068 -0.254 
命名 -0.083 -0.136  0.039 
説明 -0.108  0.296  0.144 
提案  0.036  0.251 -0.149 
非共同注意中 呼びかけ  0.046  -0.514* -0.125 
質問 -0.237 -0.189  -0.546*
指示・命令  0.139  0.101 -0.171 
命名 -0.175 -0.476  0.213 
説明 -0.282  0.117 -0.250 
提案  0.060 -0.345   0.583*
 *p < .05,　** p < .01
表 5　追跡 24ヶ月時点の子どもの表出語数と観察時点の母親の発話機能との 0次相関と偏相関係数
 （偏相関係数は観察時点の子ども表出語数と母親発話数を制御）
観察９ヶ月児 観察 12 ヶ月児 観察 18 ヶ月児
注意の焦点 発話機能 0次相関 偏相関 0次相関 偏相関 0次相関 偏相関
共同注意中 呼びかけ -0.061  0.070  0.461  0.366 -0.388 -0.068 
質問  0.022  0.043 -0.179  -0.534* -0.022  0.141 
指示・命令  0.082  0.150  0.110  0.036 -0.418 -0.200 
命名 -0.260 -0.272 -0.194 -0.346  0.216  0.211 
説明  0.043  0.105   0.586*   0.550* -0.192 -0.093 
提案  0.003  0.050  0.212  0.118 -0.318 -0.120 
非共同注意中 呼びかけ -0.125 -0.092 -0.184  0.043 -0.138  0.171 
質問 -0.443  -0.596* -0.360 -0.303 -0.050  0.361 
指示・命令 -0.063 -0.012  0.208  0.191 -0.243  0.016 
命名  0.032  0.006  0.346    0.680** -0.046  0.076 
説明  0.077  0.112  0.244  0.188 -0.270  0.021 
提案  0.276  0.339 -0.293 -0.165  0.299  0.010 
 *p < .05,　** p < .01
大阪総合保育大学紀要　第 11 号　2016

















跡時点とは 18 ヶ月観察児の指示・命令と 24 ヶ月追跡時






























 （     ）標準偏差
  呼びかけ 質問 指示・命令 命名 説明  提案
月齢 N 平均値 N 平均値 N 平均値 N 平均値 N 平均値 N 平均値 
９ヶ月 18 58.3 （29.3） 12 51.3 （33.2） 13 47.0 （43.4）  8 64.6 （44.0） 17 58.4 （22.6） 14 47.8 （42.6）
12 ヶ月 16 66.1 （18.4） 13 57.4 （39.7） 14 42.3 （34.1） 10 76.5 （31.1） 16 75.2 （20.8） 16 65.7 （25.4）
18 ヶ月 15 65.2 （24.6） 13 47.6 （36.4）  9 48.4 （45.5）  8 70.8 （24.8） 15 65.8 （28.4） 14 55.9 （40.7）
全年齢 49 63.0 （24.5） 38 52.1 （35.9） 36 45.5 （39.5） 26 71.1 （33.0） 48 66.3 （24.5） 44 56.9 （36.5）
表７　非共同注意中の母親発話に対する子どもの注意の再定位成功率と観察時点、追跡時点の表出語数との相関
観察９ヶ月児 観察 12 ヶ月児 観察 18 ヶ月児
発話機能 ９ヶ月 24 ヶ月（追跡） 12 ヶ月 24 ヶ月（追跡） 18 ヶ月 24 ヶ月（追跡）
呼びかけ  0.324  0.19  0.345  0.168   0.549*  0.401
質問 -0.017  0.504  0.275  0.404 -0.006  0.255
指示・命令  0.368  0.131  0.148 -0.118    0.844**  0.636
命名 -0.409 -0.092  0.368 -0.128 -0.162  0.027
説明  0.446 -0.392 -0.492 -0.144  0.316  0.192
提案  0.316 -0.037  0.326  0.223  0.328 -0.051
 *p < .05,　** p < .01
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Abstract
　Mother-infant pairs of eighteen 9 months, sixteen 12 months, and fifteen 18 months participated. 
Social pragmatic features of the maternal input were analyzed from the joint engagement between 
child and mother, and speech acts. First maternal utterances were coded as inside joint episodes 
and outside joint episodes for the joint engagement between child and mother. Second maternal 
utterances were coded from speech acts: attention devices, information asking, command, suggestion, 
labelling, and description.
　Developmental trends of maternal input, and predictive relations between maternal pragmatic 
features and children’s expressive vocabularies at 24 months were examined.
　Mother produced more utterances inside joint episodes than outside joint episodes at all ages. 
Descriptions were highest speech acts. Partial correlations between maternal speech acts and 
children’s vocabulary production from the Japanese version of CDI at 24 months controlling for 
mothers’ utterance frequencies and children’s initial lexicons were computed. Maternal speech acts 
at 18 months did not affect the later vocabulary production. Description inside joint episodes at 12 
months was positively correlated with later vocabulary production. Information asking outside joint 
episodes at 9 months and information asking inside joint episodes at 12 months were negatively 
correlated with later vocabulary production. There was no predictive relation between lead-in 
successful speech acts and children’s vocabulary even if the child’s attention is redirected. 
Keywords：maternal input, social pragmatic features, speech acts, focus of attention,  
lexical development
